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中国の SNS はインスタントメッセンジャー(IM)を中⼼に急速に発展している。2020 年
3 ⽉現在で、中国のインターネットユーザーは約 9 億 400 万⼈（全⼈⼝⽐ 64.5%）、その
中で IM の利⽤率は 99.2%である。中国の場合、IM のアプリケーションである Wechat や
QQ をほぼ全てのインターネットユーザーが使っているため、これらが SNS 上で⾏われ
るコミュニケーションの中⼼になっている。 

SNS 利⽤者の多くは⾒知らぬ⼈とのコミュニケーションを SNS 上で⾏うだけでなく、
⽇常の⼈間関係を維持するためにも SNS を⽤いる。先⾏研究では、SNS の利⽤が⽇常の
友⼈関係に影響を与えることを⽰している。⾼校期は友⼈関係に悩む⼈も多く、SNS の利
⽤に関する態度（動機と利⽤時間）により友⼈関係に対する認識がどう変化するかを検討
することは、⾼校⽣に対して健全な SNS 利⽤を指導する⽅法を考える上で有意義である。 

親切な⾏為や援助の供与は友⼈関係中の重要な部分である。「是認，⽀持，助⼒，保証
などの源泉として他⼈を利⽤ないし頼りにしたいという欲求」を対⼈依存欲求と呼ぶが、
対⼈依存欲求が強いほど、欲求に従った友⼈関係を構築すると思われることから、友⼈関
係に正の影響を与えるという仮設を設定した。また、SNS の利⽤態度が友⼈関係に影響す
ることは既に知られているので，SNS の利⽤態度を媒介として対⼈依存欲求が友⼈関係
に影響するという仮設も設定した。 

本研究では、北京の⾼校⽣を対象に、2020 年 12 ⽉に調査会社を通じた Web 調査を⾏
い、304 名の回答を収集した。SNS 利⽤時間と SNS 利⽤動機を媒介変数として対⼈依存
欲求が直接・間接にどの程度友⼈関係に影響するかを、共分散構造分析を⽤いて検討した。
その結果、対⼈依存欲求と SNS の利⽤動機が強いほど、友⼈関係が良くなることを⽰し
た。また、対⼈依存欲求から友⼈関係への直接効果よりも SNS 利⽤動機を媒介とする間
接効果の⽅が⼤きいこともわかった。したがって、⾼校⽣たちは SNS 利⽤動機を経由す
ることで、より良い友⼈関係を得ていると⾔える。 

 
研究指導教員：歳森  敦  

副研究指導教員：鈴⽊ 佳苗 
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1．序論	

	

1.1	本研究における SNS	

	

ソーシャルメディアは Social	Networking	Service	(SNS)、Social	

Networking	Site	(SNSs)と同じく、人が同様の特性（パーソナル、趣味な

ど）に基づいて他人とソーシャルネットワークや社会関係を構築するネット

中のプラットホームと定義されている（Obar	2015）。一般消費者が自ら参加

し発言することでつくられるメディアの総称(武田	2011)やユーザーとユーザ

ーがつながって、双方向に情報を提供したり、編集したりするネット上のサ

ービス(津田	2012)とも定義される。平成 29 年通信利用動向調査ではソーシ

ャルメディアは「ブログ、ソーシャルネットワーキングサービス（SNS）、動

画共有サイトなど、利用者が情報を発信し、形成していくメディア」と定義

している（総務省 2017）。	

ソーシャルメディアは中国では「社交媒体」、「社会性媒体」、「社会化

媒体」と呼ばれる（曹博林	 2011）。さらにスマートフォンの普及により、

アプリケーションの利用が増加したことから、「社交応用」という名称もよ

く使われている。CNNIC1の定義では「社交応用」とはコミュニケーション機

能を有するアプリケーションである。現在の中国のインターネットについて

は、「Wechat時代」という言葉がよく使われる。その背景として、Weibo の

近年の衰退とともに、2019 年には Wechat の毎月のアクティブユーザー数が

10.82億を超えているという状況がある。同種のサービスである QQ も毎月の

アクティブユーザー数は 6.47億である（快科技	2020）。	

SNS はソーシャルネットワーキングサービス（Social	Networking	Service）

の略で、登録された利用者同士が交流できる Web サイトの会員制サービスで

ある（総務省	2013）。この定義では、SNS はメッセージングアプリとは区別

して並列に述べられている。代表的な例としてあげられたのは SNS が

Facebook や Twitter であり、メッセージングアプリは Line や Whatsapp、

Wechat であった。しかし、李文（2020,	p.53）や山田（2020,	p.425）など

多くの研究ではメッセージングアプリを SNS として認識している。本研究も

同様の立場に立って、メッセージングアプリ的機能を SNS の一部として取り 

                                                
1	中国互联網絡信息中心(China	Internet	Network	Information	Center)	 	1993年に創設されたインタ

ーネット業務を担当する行政機関	
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扱う。中国の場合、Twitter は使えないが、同機能のものとして Weibo が

使われ、現在も人気の高いアプリケーションである。早くニュースや情報を

獲得するという動機で Weibo を利用する人は 76.9%を占めている（陈潇	

2019）。情報を獲得することは Weibo ユーザーの主な利用動機である。中国

の SNS は Weibo に代表される情報の獲得を目的とするアプリケーションとコ

ミュニケーションを主な利用目的とする Wechat、QQというコミュニケーショ

ン用に二分することができる。	

	

	

1.2	中国における SNS の歴史と現状	

	

QQと Wechat は中国で最も使われているコミュニケーション系の SNS で、

SNS を利用する人の 87%が QQを、92.6%が Wechat を使用している（CNNIC	

2017）。	

Tecent は 1999 年に QQの最初のバージョン「QICQ」をリリースした（搜狐	

2001）。ユーザーは徐々に増加し、2004年には 3億を超えた（快科技

2009）。QQのユーザーの特徴として、青年および学生が全体の中で最も構成

比が高い集団であることが挙げられる（王礼斌	2018）。その後、新たなユー

ザーを獲得するために、Tencent はより簡単なサービスとして Wechat を 2011

年に発表し、2013年にはそのユーザー数が 3億人を超えた（Tecent	

2013）。	

一方、閲覧系の SNS については、フェイスブックの成功をきっかけに、

2005年末から中国でも類似のサービスを行うサイトの数が急速に増加し、そ

の中で最も有名なものは「校内網」と「開心網」である（站長 2009）。特に

「開心網」は幾つかの有名なゲームにより、その時点でのユーザー数が 1億

人を超えていた。2009 年には、現在も人気が続いている新浪微博の運営が始

まり、同様のマイクロブログサービス（Weibo）が多数出現した。一方、「校

内網」や「開心網」の人気は徐々に衰えていった。また、Tecent や網易が提

供していた Weibo が次々とサービスを停止し、業界一位の新浪微博の成長ス

ピードも衰えた。その中で Wechat の成長だけが続いている（Sohu	2014）。	

現在、閲覧系では新浪微博、コミュニケーション系では QQと Wechat が代

表的なプラットホームであり、中国におけるソーシャルメディアランキング
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において、Wechat が 1位、新浪微博は 2位、QQは 3位を占めている

（WeAreSocial	2019）。	

新浪微博は第 2位を占めているが、他の閲覧系 SNS のサービス停止や新浪

微博自身のユーザー数の成長の衰えと Wechat の成長により、コミュニケーシ

ョン系の SNS が優位を占める傾向が見られる。したがって中国において SNS

の利用を分析するには、これらの特徴を踏まえる必要がある。	

	

	

1.3 高校生の SNS 利用	

	 	

青少年は SNS を最も利用している集団である(Shakir	2018;	Smith	2018)。

現代の高校生は生まれながらに情報コミュニケーション技術が身近にあり、

普段の生活の中でそれらを使いこなしている。	

表 1.1 に示すように、日本では 10 代において、SNS の利用率が上昇してい

て、特にコミュニケーションを主な機能とする Line は 2013年以降高い利用

率を維持している。	

	

表 1.1	 日本の 10 歳代における SNS 利用率の推移	

	 	
2012	10 代	

（N=139）	

2013	10 代	

（N=139）	

2014	10 代	

（N=140）	

2015	10 代	

（N=139）	

2016	10 代	

（N=140）	

6 つのいずれか利

用	
54.7%	 74.1%	 78.6%	 81.3%	 81.4%	

LINE	 38.8%	 70.5%	 77.9%	 77.0%	 79.3%	

Facebook	 19.4%	 22.3%	 25.0%	 23.0%	 18.6%	

Twitter	 26.6%	 39.6%	 49.3%	 63.3%	 61.4%	

mixi	 26.6%	 8.6%	 3.6%	 2.9%	 2.9%	

Mobage	 26.6%	 14.4%	 10.7%	 8.6%	 6.4%	

GREE	 23.0%	 14.4%	 7.1%	 2.2%	 3.6%	

		

（出典：総務省情報通信政策研究所「情報通信メディアの利用時間と情報行

動に関する調査」）	
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中国では 2015年時点で、表 1.2 に示すように「中学生」（日本における

中学生と高校生両方に相当）の中では IMが他のサービスより高い普及率を占

め、93.6%に達している（CNNIC	2016）。	

	

表 1.2 中国におけるインターネットユーザー中の各種サービス普及率	

種類	 サービス	 小学生	 中学生	 大学生	

情報の獲得	 検索エンジン	 77.50%	 87.80%	 93.10%	

インターネッ

ト新聞	

46.50%	 72.50%	 89.10%	

コミュニケーシ

ョン	

IM	 73.90%	 93.60%	 98.30%	

ブログ	 22.20%	 35.80%	 61.90%	

メール	 22.80%	 24.80%	 67.10%	

BBS	 9.70%	 13.80%	 30.50%	

（出典：CNNIC「2015年中国青少年上网行为研究报告」）	

	

英国では RSPH2が 14 歳から 24 歳の 1479人を対象に、人気の高い SNS	5 社

の影響を調査した。調査から約 5%の若者が SNS 依存の問題を抱えていて、ネ

ットいじめ問題についても 10 人に 7人は経験があるということがわかった。	

インターネット上での主なコミュニケーション道具として SNS が使用され

る現在において、高校生に対する影響を検討することは大きな意義がある。

特に北京は中国の中ではインターネット利用が他の都市より高い割合で行わ

れており、北京の高校生を対象として得られた知見は、他の都市にも適用可

能である。したがって、本研究では北京の高校生を対象とする。	

	

	

1.4	研究の目的	

	

現代社会において、SNS は重要なコミュニケーション道具として使われて

いる。ネットの普及により、若者の SNS 利用は増加している傾向があり、見

知らぬ人とのコミュニケーションを行うだけでなく、日常の関係を維持する

ためのコミュニケーションを SNS上で行っている。特に中国の場合、Wechat

                                                
2 Royal Society for Public Health王⽴公衆衛⽣協会（英国） 
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や QQは誰もが使っていて、コミュニケーションの基本的なインフラになって

いる。先行研究では、SNS の利用により、友人関係が受ける影響はポジティ

ブとネガティブという両面があることが判っている。故に SNS の利用によ

り、高校生の友人関係にどのような影響があるかということを検討すること

が必要だろう。	

友人関係に影響を与える要素として、個人の特性も重要な役割を果たして

いる。本研究では高校生の友人関係を分析する上で、他者に期待する人的支

援への欲求として，対人依存欲求に着目した。SNS 利用が友人関係に影響す

るという前述の知見を踏まえて、SNS の利用状況を媒介として対人依存欲求

が友人関係に影響するというモデルを検討する。	

	

	

1.5	先行文献	

	

高校生あるいは高校生を含む青少年層の SNS 利用についての研究は多い。

中でも SNS 依存、SNS 利用動機、友人関係への影響はよく議論されている。	

	

1.5.1	SNS が友人関係に与える影響	

	

様々な研究でコミュニケーションの道具としての SNS が高校生の友人関係

に深い影響を与えていることが指摘されている。SNS の利用は、高校生の社

交範囲を拡大し、情報の獲得とシェアに役立っていること（宋彩云	2016）、

SNS と携帯電話個人通過の利用により、青少年の友人関係を改善するだけで

なく、彼らの他人とやりとりをとることに対する意欲も高めていること

（WenjingXie	2014）などが明らかにされている。	

現代の若者については、SNS のコミュニケーションによって、相手を傷つ

けないよう気を使うことは慣れているが、実際には傷つけていることが多い

のに、それに対して鈍感で無関心であり、「無難な」人間関係と「濃密な」

人間関係の両方が並列的に存在しているという指摘がある（正木	2019）。	

上東ら（2016）では、SNS交流度からインターネット共感力、現実共感

力、現実友人関係良好度、QOL（Quality	of	Life）を連鎖的に向上させる直

接的で有意な関係性が示されている。そしてネット共感力から現実共感力へ

の正の関係性が強いということも指摘された。	
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Park(2016)	は SNS 利用動機と SNS 依存傾向の関係を、人間関係（FIRO3）

を媒介変数として説明するモデルを提案した。この研究では、SNS 利用動機

には崔英(2016)による「誇り」「思い出のシェア」「気分転換」「自己開

示」「流行」「人間関係要素」の 6因子 20 項目の尺度、FIRO には

Schutz(1958)の尺度を黄熙恩ら（2015）が修正した 18項目の尺度を使った。

SNS 依存傾向は SNS 中毒傾向尺度 11 項目（吴允京	2012）を修正した 18項目

の尺度を使い、結果人間関係が SNS の利用動機に影響を与えているというこ

とを示した。	

	

図 2.1	 先行研究のモデル	

	

Peris ら（2002）は、インターネットの中での人間関係は、現実の人間関

係と良い補完関係にあることを示した。Whittyら（2001）は、インターネッ

トの中での人間関係は、多くの場合現実での人間関係に発展し、非対面コミ

ュニケーションから対面的なコミュニケーションになることを示した。しか

し「文脈由来の規範の不明朗さ」「友達という概念が曖昧」「社会的存在感

の減少」という三つの要因より、インターネット中の人間関係は現実の人間

関係にネガティブな影響を与えることも指摘された（Tokunaga	2011）。

Laurenceau	(1998)は、インターネットの中でのコミュニケーション	によっ

て、現実でのコミュニケーションが減少し、孤独を感じることを示した。つ

まり、インターネットの中でのコミュニケーションが、人間関係にもたらす

影響は二面性がある。両方の観点で一体的にインターネットと現実の人間関

係を捉える立場もある（刘珂,	2014）。	

	

                                                
3 Fundamental Interpersonal Relations Orientation 
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1.5.2	SNS の利用動機	

総務省（2018）の調査では、ソーシャルメディアによって、ユーザーが感

じたメリットを「新しいつながり創出」、「既存のつながり強化」、「情報

の収集」、「暇つぶし」という四点に総括した。	

高校生が SNS を利用する動機について、濱田らは 17 の利用動機を挙げ、調

査対象の最近 6ヶ月間の SNS の利用目的としてあてはまるものを全部選択す

ることを求めた。その結果、「友達や知り合いとコミュニケーションを取る

ため」、「学校・部活動などの事務的な連絡のため」、「友達の近況を知る

ため」という日常的な連絡の三種類の利用動機が高い比率を占めた。情報を

収集する目的である「情報収集のため」、「有名人の近況を知るため」も多

く見られる。また、「暇つぶしのため」と「ストレス解消のため」という動

機で SNS を利用している人が存在していることも明らかにした。（濱田	

2017）。	 	

大野（2019）は総務省の 2018 年の調査報告に基づいて、近年の SNS の特徴

を含めた 26 項目から、SNS の利用動機が「逃避」「優越感･評価の獲得」

「日常の関係維持」「愚痴・相談」「共感の獲得」の 5因子から成ることを

示した。本研究では、この大野の尺度を使って、高校生の SNS 利用動機を測

定する。	

	

	

1.5.3	対人依存欲求と友人関係	

	

	 本研究では高校生の友人関係を考える上で、対人依存欲求に注目した。	

対人依存欲求は「是認，支持，助力，保証などの源泉として他人を利用な

いし頼りにしたいという欲求」と定義され、さらに道具的欲求（自分の問題

を解決するため他者から具体的な援助を求める）と情緒的欲求（他者と親密

な関係により自分の安定を得る）という二つの下位尺度に分けられる（竹

澤・小玉	2004）。依存欲求の高い人は自己や他者への信頼感を持ち，それら

の信頼感をもとに他者と信頼関係を築くことができる人である可能性が示唆

されている。橋本ら（2013）は、対人依存欲求は自己と他人への信頼感に影

響し、重要な他者に対する再確認傾向（自分は愛されているのか、自分は価

値がある存在なのかについて、すでに確認をしたかどうかにかかわらず、他
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者に対して過度にしつこく確認を求めてしまう比較的安定した傾向）にも影

響があることを示した。	

	

1.6	 研究の構成	

	

本論文は下記の内容で構成される：	

第 2章では、研究で用いるモデルを提示し、研究仮説を設定する。	

第 3章では、研究の方法、調査票の設計について記述する。特に使用する

尺度について詳しく述べる。	

第 4章では、収集したデータを分析し、使用した尺度の妥当性を検討した

上で、共分散構造分析によるモデル推定を行い、その結果を検討する。	

第 5章では分析結果を基づいて仮説を検証し、結論と考察を述べる	

	

	

2.	研究内容	

	

2.1	モデルの検討	

	 本研究では、高校生の友人関係と SNS 利用の関係を分析する上で、検討し

たい中心は「対人依存欲求」、「SNS 利用」、「友人関係」という三者の関

係である。SNS 利用は、利用実態を表す「SNS 利用時間」と、利用の背景を表

す「SNS 利用動機」の二つの要因に分けて検討する。SNS 利用動機としては大

野（2019）の尺度を採用した。友人関係の測定には、吉岡（2001）の「友人

関係測定尺度」を用いた。	

	 モデルは対人依存欲求（竹澤・小玉	2004）から友人関係への直接の影響を

表すパス、対人依存欲求から SNS 利用時間を介して友人関係への間接的な影

響を表すパス、対人依存欲求から SNS 利用動機を介して友人関係への間接的

な影響を表すパスから構成されている（図 2.1）。	

	 このモデルでは SNS 利用の背景から利用の実態への影響が考慮されていな

いため、SNS 利用と友人関係の影響をより詳細に検討することを目的に、対

人依存欲求から友人関係へのパスを削除し、代わりに SNS 利用動機から SNS

利用時間へのパスを追加したモデルを併せて推定・検討した。	
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図 2.2	 本研究のモデル	

	

	

2.2	研究仮説	

	

モデルの分析にあたっては以下の二つの仮説を設定した。	

a. 対人依存欲求が強いと、友人関係がよくなる	

		橋本ら（2013）の研究から、対人依存欲求は自己と他者への信頼感に影響

していることが知られている。親切な行為や援助の供与は友人関係を構築す

る上で重要な要素であり、他人を利用ないし頼りにしたいという欲求である

対人依存欲求が強いことによって友人関係が深まることが期待される。	

	

b. 対人依存欲求から友人関係への直接効果より、SNS の利用時間・利用動機

を媒介とする間接効果の方が大きい	

従来から SNS 利用が友人関係にポジティブな影響を与えることを示す研究

は多い。対人依存欲求が友人関係に影響を与えるとしても、その直接的な影

響が SNS 利用からの影響を上回ることは考えにくく、対人依存欲求から SNS

利用への影響があることによる間接的な効果として表れることが予想でき

る。	
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3	研究の方法	

	

3.1 研究対象	

	

本研究は北京の高校生を調査の対象とする。当初は、学校を通じた調査を

計画したが、最終的に協力が得られなかったために、Web 調査会社を用いた

モニタ調査に切り替えた。調査には「問券星」という調査プラットホームを

使った。	

	

	

3.2	調査項目	

	

		調査票の質問文は中国語に翻訳し、バックトランスレーションを行った。

調査票は Web のフォームとして、PCでもスマートフォンの画面でも表示でき

るように作成されており、四つの部分から構成されている（付録）。 

	

第一の部分は個人の基本属性であり、性別、学年、利用している SNS、SNS

の利用時間という四つの質問によって構成される。	

第二の部分は対人依存欲求に対する測定である。「対人依存欲求尺度」

（竹澤・小玉	 2004）を用い、合計 20 項目について 6件法（6：非常にあて

はまる、5：あてはまる、4：少しあてはまる,3:余りあてはまらない,2：あて

はまらない,1：全くあてはまらない）で測定した。対人依存欲求尺度は情緒

的依存欲求と道具的依存欲求という 2 つの下位尺度から構成される（表

3.1）。	

	

表 3.1 対人依存欲求尺度（数字は設問番号）	

道具的依存欲求	

8	 忙しい時には誰かに手伝って欲しい	

5	 できることならどこへ行くにも誰かと一緒に行きたい	

10	 自分にはわからないことがあったら、誰かに教えて欲しい	

1	 病気の時や、憂鬱な時には誰かに慰めてもらいたい	

4	 困っている時には、誰かに助言して欲しい	
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7	 難しい係を当てられる時には、誰かと一緒の方が良い	

14	 自分一人で片付けられない宿題があった時は、誰かに手伝って欲しい	

9	 できることなら、いつも誰かと一緒にいたい	

11	 悩み事があるときは、誰かにアドバイスしてもらいたい。	

2	 何かやろうとする時には、誰かにはげまされたり、気遣ってもらいたい	

情緒的依存欲求	

16	 いつも誰かに見守っていてもらいたい	

15	 困っている時や悲しい時には、誰かに気持ちをわかってもらいたい	

3	 探し物をしなければならないとき、誰かに手伝って欲しい	

19	 自分一人で決断しかねる時には、誰かの意見に頼りたい	

18	 病気の時、誰かに世話をして欲しい	

13	 人から「元気？」などの気くばりの言葉が欲しい	

20	 面倒なことは誰かに手伝って欲しい	

6	 何か重大な知らせを受け取る場合には誰かそばにいてもらいたい	

12	 何か対応に迷うような時には、誰かに対応の仕方を聞きたい	

17	 体調が悪くなった時は、誰かにやるべきことを代わって欲しい	

	

	

第三の部分は回答者がどのような動機で SNS を利用しているかを、大野

（2019）による SNS 利用動機尺度を用いて測定する。「逃避」「優越感･評価

の獲得」「日常の関係維持」「愚痴・相談」「共感の獲得」という 5 つの下

位尺度から構成され、18項目について 4件法（4：あてはまる、3：ややあて

はまる、2：あまりあてはまらない、1：あてはまらない）で質問した（表

3.2）。	

	

表 3.2	SNS 利用動機尺度（数字は設問番号）	

逃避	

9	 日々の悩みや不安を忘れるため	

15	 ストレスや苦痛から逃れるため	

7	 現実で直面している、解決できない問題を忘れるため	

11	 さみしい気持ちをやわらげるため	

13	 気分転換のため	
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優越感・評価の獲得	

16	 リアルの生活が充実していることを自慢するため	

3	 自分が他の人よりも優れていると感じられるため	

6	 他の人から注目されるため	

1	 いいねなどの評価やコメントをもらうため	

日常の関係維持	

10	 家族、友人、知人など顔見知りとのコミュニケーションのため	

5	 家族、友人、知人との話題についていくため	

17	 友人・知人の近況を知るため	

18	 事務的な連絡をするため	

愚痴・相談	

4	 愚痴を言うため	

12	 悩み相談するため	

共感の獲得	

14	 自分の状況や気持ちを誰かに知ってもらうため	

2	 同じような考えの人の投稿を見て安心するため	

8	 新たな友達や知り合いを作るため	

	

最後の部分では回答者の友人関係について質問した。吉岡（2001）の「友

人関係測定尺度」を使い、「自己開示・信頼」「深い関与・関心」「共通」

「親密」「切磋琢磨」という 5 つの下位尺度から構成される、27 項目を 4件

法（4：「非常に当てはまる」、3：「少し当てはまる」、2：「あまり当ては

まらない」、1：「全然当てはまらない」）で測定した（表 3.3）。	

	

表 3.3 友人関係測定尺度（数字は設問番号）	

自己開示・信頼	

18	 自分の素直な感情・態度を示すことができる	

7	 何でも話し合うことができる	

22	 考えたことや感じたことを正直に話すことができる	

8	 互いに弱い部分を見せ合うことができる	

27	 相談し合うことができる	

10	 自分の嫌なところを見せることができる	
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17	 隠し事をしなくてもよい	

24	 心を許すことができる	

3	 自分のことをよくわかってくれる	

深い関与・関心	

15	 将来の夢や希望について話し合う	

1	 まじめな話ができる	

2	 互いに励まし合うことができる	

5	 相手にいつも関心を持つことができる	

共通	

23	 考え方や感じ方が似ている	

19	 性格が似ている	

6	 趣味や好みが一致している	

4	 気持ちが通じ合う	

12	 いつも自分に関心を持っていてくれる	

親密	

16	 プレゼントをくれる	

13	 電話など（チャット）でよく話す	

9	 いつも一緒に行動する	

25	 嫌なことや、悲しいことがあったときになぐさめてくれる	

20	 共通の思い出をたくさん作る	

切磋琢磨	

21	 いろいろな面で刺激を与えてくれる	

11	 自分の知らないことを教えてくれる	

26	 互いに高め合う	

14	 互いに尊敬し合うことができる	

	

	

4.	研究の結果	

	

集計と分析に際しては統計ソフト IBM	SPSS	Statistics のバージョン	26

を用い、共分散構造分析には	IBM	SPSS	AMOS	のバージョン 26 を用いた。	
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4.1	分析対象者の属性と SNS 利用状況	

	

回答者 304名の性別は男性 155名、女性 149 名であり、学年の分布は 1年

が 106名、2年 102名、3年は 96名であった（表 4.1）。	

	

表 4.1	基本属性	

項目	 分布	

男女比	 男性:51.0%					 女性:49.0%	

学年	 1年生:34.9%		 2年生:33.6%							3年生:31.6%	

SNS使用率	 Wechat:31.9%				QQ:81.6%	

SNS の利用時間	 1時間未満：10.2%		1-2:31.3%		2-3:35.2%			3-4:16.8%				

4-5:4.0%			5-6:1.0%	6時間以上：1.6%	

	

	

4.2	各尺度の信頼性	

	

「対人依存欲求尺度」について、道具的対人欲求、情緒的対人欲求という

2 つの下位尺度と総合点のα係数を求めると、全て 0.9を超えており、高い

内的整合性を示した（表 4.2）。しかし、下位尺度間の相関係数を計算する

と 0.928という高い値を得た。二因子間の相関が非常に高いため、下位尺度

を区別して分析しても無意味であると判断し、以後の分析においては、下位

尺度ではなく、対人依存欲求の総合点（以下、「対人依存欲求総合」とす

る）を用いる。	

	

表 4.2	 対人依存欲求尺度の信頼性	

	 α係数	

対人依存欲求総合	 0.966	

情緒的依存欲求	 0.932	

道具的依存欲求	 0.936	

	

「SNS 利用動機」のα係数も同様に求めた。「逃避」は 0.835、「優越感･

評価の獲得」は 0.741、「日常の関係維持」は 0.763 であった。一方、「愚
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痴・相談」と「共感の獲得」のα係数は共に 0.7未満であり、内的整合性は

不十分であった。	

日本で作成した尺度を中国で使っているため、因子構造が異なっているこ

とを疑い、最尤法、プロマックス回転による因子分析を改めて行った。その

結果、抽出された因子は 2つであり、大野（2019）の 5因子構造とは大きく

違っていた（表 4.3）。なお、第 1 因子と第 2 因子のα係数は、それぞれ

0.915 と 0.847 であり、十分な内的整合性を持つと判断した。	

第 1 因子は悩み相談、友人家族の情報を知るというような項目があるた

め、「逃避・安心」と設定する。第 2 因子は他人の話題についていくなどの

項目が含まれるため「日常のコミュニケーション」と命名する。	

	

表 4.3	SNS 利用動機の因子分析の結果(プロマックス回転)	

質問項目	 因子	

1	 2	

12、悩み相談するため	 .832	 -.149	

4、愚痴を言うため	 .806	 -.092	

16、リアルの生活が充実していることを自慢するため	 .744	 -.068	

8、新たな友達や知り合いを作るため	 .680	 -.036	

10、家族、友人、知人など顔見知りとのコミュニケーションのた

め	

.559	 .125	

2、同じような考えの人の投稿を見て安心するため	 .532	 .178	

14、自分の状況や気持ちを誰かに知ってもらうため	 .507	 .227	

18、事務的な連絡をするため	 .493	 .190	

11、さみしい気持ちをやわらげるため	 .450	 .305	

6、他の人から注目されるため	 .409	 .296	

7、現実で直面している、解決できない問題を忘れるため	 .391	 .383	

17、友人・知人の近況を知るため	 .368	 .346	

15、ストレスや苦痛から逃れるため	 .365	 .341	

1、いいねなどの評価やコメントをもらうため	 -.086	 .840	

13、気分転換のため	 -.083	 .824	

9、日々の悩みや不安を忘れるため	 -.040	 .800	

5、家族、友人、知人との話題についていくため	 .007	 .717	



 16 

3、自分が他の人よりも優れていると感じられるため	 .342	 .348	

α係数	 .915	 .847	

	

「友人関係測定尺度」も日本人に対して開発された尺度であったため、同

様に最尤法、プロマックス回転による因子分析を実行したところ、3つの因

子が抽出され、吉岡（2001）の 5因子構造とは異なる因子構造を得た。それ

ぞれの因子のα係数は 0.930、0.912、0.879であり、十分な内的整合性を有

していると判断した。	

新たに得られた 3因子構造について、「自分の嫌なところを見せる」や

「互いに高め合う」などの項目があるため、第 1 因子を「友人関係に対する

自信」と名づける。第 2 因子は「真面目な話ができる」や「隠し事をしなく

てもよい」などがあることから「相手に対する信頼」と命名する。第 3 因子

は「性格が似ている」や「相談し合うことができる」が含まれており、「共

通・親密」と命名する。	

	

表 4.4	友人関係の因子分析の結果(プロマックス回転)	

質問項目	 因子	

1	 2	 3	

12、いつも自分に関心を持っていてくれる	 .848	 -.080	 -.044	

18、自分の素直な感情・態度を示すことができる	 .701	 .086	 -.005	

24、心を許すことができる	 .689	 -.121	 .127	

8、互いに弱い部分を見せ合うことができる	 .658	 -.146	 .246	

20、共通の思い出をたくさん作る	 .653	 -.020	 .116	

10、自分の嫌なところを見せることができる	 .637	 .207	 -.170	

26、互いに高め合う	 .636	 .020	 .102	

16、プレゼントをくれる	 .635	 -.052	 .149	

4、気持ちが通じ合う	 .618	 -.073	 .183	

14、互いに尊敬し合うことができる	 .611	 .203	 -.059	

22、考えたことや感じたことを正直に話すことが

できる	

.609	 .200	 -.104	

6、趣味や好みが一致している	 .560	 .249	 -.017	

2、互いに励まし合うことができる	 .525	 .203	 -.010	
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13、電話など（チャット）でよく話す	 -.054	 .787	 .049	

5、相手にいつも関心を持つことができる	 .053	 .759	 -.064	

21、いろいろな面で刺激を与えてくれる	 -.012	 .749	 .116	

17、隠し事をしなくてもよい	 .109	 .736	 -.043	

9、いつも一緒に行動する	 -.047	 .716	 .137	

25、嫌なことや、悲しいことがあったときになぐ

さめてくれる	

-.005	 .686	 .072	

1、まじめな話ができる	 .024	 .681	 .069	

15、将来の夢や希望について話し合う	 -.101	 -.098	 .777	

19、性格が似ている	 .093	 -.045	 .710	

3、自分のことをよくわかってくれる	 .088	 .051	 .610	

11、自分の知らないことを教えてくれる	 .068	 .132	 .537	

27、相談し合うことができる	 .201	 .094	 .501	

7、何でも話し合うことができる	 .090	 .147	 .492	

23、考え方や感じ方が似ている	 .218	 .186	 .354	

α係数	 .930	 .912	 .879	

	

	

4.3	 共分散構造分析	

	

	 図 4.1 のモデルに対して、SNS 利用動機として「逃避・安心」（以下、単

に逃避とする）と「日常のコミュニケーション」（以下、単にコミュニケー

ションとする）の 2種類、友人関係として総合点、「友人関係に対する自

信」（以下、単に自身とする）、「相手に対する信頼」（以下、単に信頼と

する、「共通・親密」（以下、単に共通とする）の 4種類を組み合わせ、合

計 8種類のモデルを推定した。	

また、2.1 で説明したように、SNS 利用と友人関係の影響をより詳細に検討

することを目的に、対人依存欲求から友人関係へのパスを削除し、代わりに

SNS 利用動機から SNS 利用時間へのパスを追加したモデル 8種類を併せて推

定・検討した（付録 B.2）。しかしながら、適合度が十分であった組み合わ

せが 3種類しかなく、また、それらにおいても SNS 利用動機から SNS 利用時
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間へのパスが有意ではなかったため、以下では図 4.1 のモデルのみ検討す

る。	

	

	

	

	

	

	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 4.1 本研究で検討したモデル	

	

	

4.3.1	各モデルの分析	

	

8種類のモデルについて、GFI、AGFI、CFIと RMSEA を表 4.5 に示した

（AMOS の出力を付録 B.1 に示す）。SNS 利用動機として「逃避・安心」を用

いた 4種のモデルは RMSEA がいずれも 0.1以上であり、適合が不十分である

と判断し、分析対象に含めない。「コミュニケーション」を用いた 4種のモ

デルはいずれも GFI.990以上，AGFIは.95以上，RMSEA は.080	以下であり，

適合度は十分と言える。	

表 4.5	 モデルの適合度	

SNS 利用動機	 友人関係	 GFI	 AGFI	 CFI	 RMSEA	

逃避	 総合	 0.990	 0.895	 0.989	 0.135	

自信	 0.990	 0.895	 0.988	 0.135	

信頼	 0.990	 0.895	 0.986	 0.135	

共通	 0.990	 0.895	 0.987	 0.135	

コミュニケ

ーション	

総合	 0.996	 0.955	 0.996	 0.076	

自信	 0.996	 0.955	 0.995	 0.076	

信頼	 0.996	 0.955	 0.996	 0.076	

共通	 0.996	 0.955	 0.995	 0.076	

	

対人依存 友人関係 

SNS 利用時間 

SNS 利用動機 
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*P<.05		**P<.01	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 4.2 本研究で検討したモデル	

	

SNS 利用動機としてコミュニケーション、友人関係として総合点を用いた

モデルのパス図を図 4.2 に示す。対人依存欲求から SNS 利用時間、SNS 利用

時間から友人関係のパスは有意水準 5%で有意では無かった。一方、対人依存

欲求から友人関係、対人依存欲求から SNS 利用動機、SNS 利用動機から友人

関係へのパスは有意水準 1%で有意であった。	

4 種のモデルのパス係数（非標準化解）の推定値、標準誤差、検定統計量

を表 4.6 に示す。なお、対人依存欲求から SNS 利用時間、SNS 利用時間から

友人関係のパスは 4種のモデルの全てで有意でなかったため記載を省略し

た。SNS 利用動機「コミュニケーション」と友人関係「信頼」とを組み合わ

せたモデルにおける、対人依存から友人関係のパスを除く全てのパスが有意

水準 1%で有意（コミュニケーションと信頼の対人依存から友人関係は 5%有

意）であり、有意性が高い。	

	

表 4.6	 コミュニケーションを動機とするモデルのパス係数	

		 依存	→	動機	 動機	→	友人関係	 依存	→	友人関係	

推定値	 標準

誤差	

検定統計

量	

推定

値	

標準

誤差	

検定統計

量	

推定

値	

標準

誤差	

検定統

計量	

総合	 0.111	 0.007	 15.936**	 2.762	 0.245	 11.258**	 0.134	 0.040	 3.305**	

自信	 0.111	 0.007	 15.936**	 1.163	 0.139	 8.351**	 0.065	 0.023	 2.837**	

信頼	 0.111	 0.007	 15.936**	 0.983	 0.076	 12.993**	 0.026	 0.012	 2.074*	

共通	 0.111	 0.007	 15.936**	 0.616	 0.078	 7.902**	 0.043	 0.013	 3.322**	
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*P<.05		**P<.01	

これらのパス係数をもとに、対人依存欲求から友人関係への直接効果と

SNS 利用動機を介した間接効果を比較する（表 4.7）。全ての組み合わせで

SNS 利用動機を経由する間接効果が直接効果より大きいと言える。	

	

表 4.7	 直接効果と間接効果の比較	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

5.	考察とまとめ	

	

5.1 仮説の検証	

	

本研究は SNS の利用により、高校生の友人関係にどのような影響があるか

ということを検討するとともに、友人関係に影響を与える要素として、他者

に期待する人的支援への欲求として，対人依存欲求に着目した。SNS 利用が

友人関係に影響するという既存の知見を踏まえて、SNS の利用状況を媒介と

して対人依存欲求が友人関係に影響するというモデルを検討した。	

仮説 a「対人依存欲求が強いと、友人関係がよくなる」について、対人依

存欲求から友人関係へのパスは、直接のパスも SNS 利用動機を介した間接的

なパスも有意な正の係数が推定された。の総合点は友人関係のよさと下位二

因子と強い正の相関が見られる。故に仮説は支持される。	

	

仮説 b「対人依存欲求から友人関係への直接効果より、SNS の利用時間・利

用動機を媒介とする間接効果の方が大きい」について、対人依存欲求から

SNS 利用時間、SNS 利用時間から友人関係のパスの両方とも有意でなく、利用

時間を介した間接効果は確認できなかった。一方、SNS 利用時間を介した間

	

コミュニケーション	

直接効果	 間接効果	

総合	 0.134	 0.307	

自信	 0.065		 0.129	

信頼	 0.026		 0.109	

共通	 0.043		 0.068	
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接効果の大きさは全てのモデルで対人依存欲求から友人関係への直接効果を

上回っていた。故に仮説は部分的に支持される。	

	

	

5.2	まとめと課題	

	

SNS は現代社会におけるコミュニケーション道具として、高校生の日常生

活に重要な役割を果たしている。しかし中国では、高校生を対象として SNS

利用の影響を明らかにする調査は少ない。高校生が SNS の利用からどのよう

な影響を受けているかの実証研究を進める必要がある。本研究では対人依存

欲求と SNS 利用動機が高校生の友人関係に与える影響を実証的に明らかにす

ることができた。	

	

5.2.1	尺度について	

本研究で収集した北京の高校生のデータでは、対人依存欲求の下位二因子

は強い因子間相関を示し、別個の下位尺度として扱うことができなかった。

竹澤らは大学生を対象として開発したので、アイデンティティ発達の異なる

段階にいる高校生に適合しなかった可能性がある。今後の課題として、高校

生の特徴にあてはまる対人依存欲求尺度の検討が必要である。	

SNS 利用動機については、「逃避」「優越感･評価の獲得」「日常の関係維

持」「愚痴・相談」「共感の獲得」から構成される構造ではなく、「逃避・

安心」「日常のコミュニケーション」の 2因子構造が抽出された。北京の高

校生は大学受験に対する大きな圧力にさらされており（中国青少年研究中心	

2017）、それら圧力に対して直接的に「逃避と安心」、間接的に他者との

「コミュニケーション」により圧力から逃れることが、彼らの SNS 利用動機

を単純な構造にしてしまったのではないか。	

友人関係について、本研究のデータから得た三因子を「友人関係に対する

自信」「相手に対する信頼」「共通・親密」と命名した。中国の高校生は友

人関係に強い関心を持ち、個人の幸福も重視する特徴がある（孙宏艳 

2012）。故に友人関係をより良く構築し、親友を作り、親密な関係を持つこ

とは中国の高校生の特徴と言え、日本人を対象とした尺度とは異なる構造が

表れたと考える。	
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5.2.2 仮説の検証結果と今後の課題	

	

仮説 aの「対人依存欲求が強いと、友人関係がよくなる」は支持され、そ

こから推測すると、他人を利用ないし頼りにしたいという欲求により、高校

生は友人に対して積極的な行動を行う可能性が高い。また、SNS 利用動機を

介しても対人依存欲求が影響を与えており、今後 SNS 利用と友人関係の関係

を検討する際には、「対人依存欲求」の側面も考慮すべきことを示してい

る。	

	 仮説 bについて、対人依存欲求から友人関係への直接効果よりも、SNS の

利用動機を経由した間接効果が強いことが部分的に支持された。対人依存欲

求は「是認，支持，助力，保証などの源泉として他人を利用ないし頼りにし

たいという欲求」と定義され、人が他人に接する上でより根源的・心理的な

欲求を示す指標である。これに比べて SNS 利用動機は、より具体的・直接的

な動機を描写する指標である。SNS は人と人が直接接触する場であるため、

友人関係への影響がより強いというのは理解できる。この結果を踏まえる

と、人を頼りたい、人から支持されたいというような欲求を満たすために、

SNS を上手に使って良い友人関係の形成を促すことが効果的であるというこ

とが示唆できる。	 	

本研究では SNS の利用時間を要因として検討したが、結果として有意性は

なかった。その原因について、高校生は自分の利用時間の主観的な認識を回

答したが、その正確さに問題があったのではないかと考えている。SNS の利

用時間を測るための効果的な方法を検討する必要がある。	
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「高校生の対人依存、SNS 利用状況、友人関係に関する調査」調査票	

（日本語訳）	

	

	

	

1、性別	

〇	男性	 	

〇	女性	

	

2、学年	

〇	1年	 	

〇	2年	 	

〇	3年	

	

3、使っている SNS【複数選択】	

〇	微信	

〇	QQ	

	

4、日常で SNS の利用時間	

〇	1h 以内	 	

〇	1-2h			

〇	2-3h			

〇	3h-4h			

〇	4h-5h			

〇	5h-6h	

	

5、対人依存	

	 以下の文章は、日々の生活の中であなたが感じていることについてお聞き

するものです。各文章に関して、あなたは普段どのくらいそう思いますか？

あてはまると思う数字に選択してください	
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質問項目	

非

常

に

あ

て

は

ま

る	

あ

て

は

ま

る	

少

し

あ

て

は

ま

る	

余

り

あ

て

は

ま

ら

な

い	

あ

て

は

ま

ら

な

い	

全

く

あ

て

は

ま

ら

な

い	

1.	病気の時や、憂鬱な時には誰かに慰めてもらいたい	 6			5			4			3			2		1	

2.	何かやろうとする時には、誰かにはげまされたり、気遣っても

らいたい	

6			5			4			3			2		1	

3.	探し物をしなければならないとき、誰かに手伝って欲しい	 6			5			4			3			2		1	

4.	困っている時には、誰かに助言して欲しい	 6			5			4			3			2		1	

5.	できることならどこへ行くにも誰かと一緒に行きたい	 6			5			4			3			2		1	

6.	何か重大な知らせを受け取る場合には誰かそばにいてもらいた

い	

6			5			4			3			2		1	

7.	難しい係を当てられる時には、誰かと一緒の方が良い	 6			5			4			3			2		1	

8.	忙しい時には誰かに手伝って欲しい	 6			5			4			3			2		1	

9.	できることなら、いつも誰かと一緒にいたい	 6			5			4			3			2		1	

10.	自分にはわからないことがあったら、誰かに教えて欲しい	 6			5			4			3			2		1	

11.	悩み事があるときは、誰かにアドバイスしてもらいたい	 6			5			4			3			2		1	

12.	何か対応に迷うような時には、誰かに対応の仕方を聞きたい	 6			5			4			3			2		1	

13.	人から「元気？」などの気くばりの言葉が欲しい	 6			5			4			3			2		1	

14.	自分一人で片付けられない宿題があった時は、誰かに手伝っ

て欲しい	

6			5			4			3			2		1	

15.	困っている時や悲しい時には、誰かに気持ちをわかってもら

いたい	

6			5			4			3			2		1	

16.	いつも誰かに見守っていてもらいたい	 6			5			4			3			2		1	

17.	体調が悪くなった時は、誰かにやるべきことを代わって欲し

い	

6			5			4			3			2		1	

18.	病気の時、誰かに世話をして欲しい	 6			5			4			3			2		1	
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19.	自分一人で決断しかねる時には、誰かの意見に頼りたい	 6			5			4			3			2		1	

20.	面倒なことは誰かに手伝って欲しい	 6			5			4			3			2		1	

	

	

	

	

6、SNS の利用動機	

各 SNS の利用動機について、あてはまると思う数字に選択してください	

	

	

	

	

質問項目	

あ

て

は

ま

る	

や

や

あ

て

は

ま

る	

あ

ま

り

あ

て

は

ま

ら

な

い	

あ

て

は

ま

ら

な

い	

1.	いいねなどの評価やコメントをもらうため	 4	 3	 2	 1	

2.	同じような考えの人の投稿を見て安心するため	 4	 3	 2	 1	

3.	自分が他の人よりも優れていると感じられるため	 4	 3	 2	 1	

4.	愚痴を言うため	 4	 3	 2	 1	

5.	家族、友人、知人との話題についていくため	 4	 3	 2	 1	

6.	他の人から注目されるため	 4	 3	 2	 1	

7.	現実で直面している、解決できない問題を忘れるため	 4	 3	 2	 1	

8.	新たな友達や知り合いを作るため	 4	 3	 2	 1	

9.	日々の悩みや不安を忘れるため	 4	 3	 2	 1	

10.	家族、友人、知人など顔見知りとのコミュニケーションのた

め	

4	 3	 2	 1	

11.	さみしい気持ちをやわらげるため	 4	 3	 2	 1	

12.	悩み相談するため	 4	 3	 2	 1	

13.	気分転換のため	 4	 3	 2	 1	
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14.	自分の状況や気持ちを誰かに知ってもらうため	 4	 3	 2	 1	

15.	ストレスや苦痛から逃れるため	 4	 3	 2	 1	

16.	リアルの生活が充実していることを自慢するため	 4	 3	 2	 1	

17.	友人・知人の近況を知るため	 4	 3	 2	 1	

18.	事務的な連絡をするため	 4	 3	 2	 1	

	

7、友人関係	

	 あなたの日頃の友達付き合いについて、以下の質問にどのくらいあてはま

りますか。	

	

	

	

	

質問項目	

非

常

に

当

て

は

ま

る	

少

し

当

て

は

ま

る	

あ

ま

り

当

て

は

ま

ら

な

い	

全

然

当

て

は

ま

ら

な

い	

1.	まじめな話ができる	 4	 3	 2	 1	

2.	互いに励まし合うことができる	 4	 3	 2	 1	

3.	自分のことをよくわかってくれる	 4	 3	 2	 1	

4.	気持ちが通じ合う	 4	 3	 2	 1	

5.	相手にいつも関心を持つことができる	 4	 3	 2	 1	

6.	趣味や好みが一致している	 4	 3	 2	 1	

7.	何でも話し合うことができる	 4	 3	 2	 1	

8.	互いに弱い部分を見せ合うことができる	 4	 3	 2	 1	

9.	いつも一緒に行動する	 4	 3	 2	 1	

10.	自分の嫌なところを見せることができる	 4	 3	 2	 1	

11.	自分の知らないことを教えてくれる	 4	 3	 2	 1	

12.	いつも自分に関心を持っていてくれる	 4	 3	 2	 1	

13.	電話など（チャット）でよく話す	 4	 3	 2	 1	
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14.	互いに尊敬し合うことができる	 4	 3	 2	 1	

15.	将来の夢や希望について話し合う	 4	 3	 2	 1	

16.	プレゼントをくれる	 4	 3	 2	 1	

17.	隠し事をしなくてもよい	 4	 3	 2	 1	

18.	自分の素直な感情・態度を示すことができる	 4	 3	 2	 1	

19.	性格が似ている	 4	 3	 2	 1	

20.	共通の思い出をたくさん作る	 4	 3	 2	 1	

21.	いろいろな面で刺激を与えてくれる	 4	 3	 2	 1	

22.	考えたことや感じたことを正直に話すことができる	 4	 3	 2	 1	

23.	考え方や感じ方が似ている	 4	 3	 2	 1	

24.	心を許すことができる	 4	 3	 2	 1	

25.	嫌なことや、悲しいことがあったときになぐさめてくれる	 4	 3	 2	 1	

26.	互いに高め合う	 4	 3	 2	 1	

27.	相談し合うことができる	 4	 3	 2	 1	
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「高校生の対人依存、SNS 利用状況、友人関係に関する調査」調査票	

（中国語版）	

	

	

	

1、性別	

〇	男性	 	

〇	女性	

	

2、年级（高中几年）	

〇	1年	 	

〇	2年	 	

〇	3年	

	

3、在使用的 SNS（社交媒体）【多选题】	

〇	微信	

〇	QQ	

	

4、日常使用 SNS（社交媒体）的时间	

〇	1h 以内	 	

〇	1-2h			

〇	2-3h			

〇	3h-4h			

〇	4h-5h			

〇	5h-6h	

	

5、与人交流的欲望	

		下面的内容将针对你在日常生活中可能有的体验进行提问。对于每项问题，

你在平常有多大程度会有同样的感觉，请从答案的数字当中选择符合的选项	
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题目	

总

是

这

么

想	

经

常

这

么

想	

有

时

会

这

么

想	

少

数

时

候

会

这

么

想	

很

少

这

么

想	

完

全

不

这

么

想	

1.	生病或者忧郁的时候希望获得他人的安慰	 6			5			4			3			2		1	

2.	在想做什么事情的时候，希望获得他人的鼓励、关注	 6			5			4			3			2		1	

3.	在找东西的时候，希望获得他人的帮助	 6			5			4			3			2		1	

4.	在遇到困难的时候，希望获得他人的建议、意见	 6			5			4			3			2		1	

5.	如果可能的话无论哪里都希望和他人一起	 6			5			4			3			2		1	

6.	在听取重要的通知的时候（录取、合格通知等）希望有人陪在身

边	

6			5			4			3			2		1	

7.	在做比较困难的任务时（班级委员、学校活动等工作），希望和

他人一起	

6			5			4			3			2		1	

8.	在繁忙的时候希望获得他人的帮助	 6			5			4			3			2		1	

9.	如果可以的话，总希望和别人在一块（活动，杂谈等）	 6			5			4			3			2		1	

10.	如果遇到自己不明白东西，希望能向谁请教	 6			5			4			3			2		1	

11.	遇到烦恼的事情时，希望从他人那里获得建议	 6			5			4			3			2		1	

12.	针对某事不知该如何应对，困扰的时候，希望向他人询问应对

办法	

6			5			4			3			2		1	

13.	希望从他人那里获得关怀的话语	 6			5			4			3			2		1	

14.	有自己一个人解决不了的作业时，希望获得他人的帮助	 6			5			4			3			2		1	

15.	困扰或者悲伤的时候，希望获得他人的理解	 6			5			4			3			2		1	

16.	希望总能够获得他人的注视、守护	 6			5			4			3			2		1	

17.	身体状况不好（生病、不适）的时候，希望别人来代替自己做

该做的事情	

6			5			4			3			2		1	

18.	生病的时候，希望获得他人的照顾	 6			5			4			3			2		1	

19.	遇到自己难以做决断的事情，希望依靠他人的意见（来做决

断）	

6			5			4			3			2		1	
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20.	有比较麻烦的事情时希望获得他人的帮助	 6			5			4			3			2		1	

	

	

	

	

6、使用 SNS（社交媒体）的原因	

关于使用 SNS（社交媒体）的原因，请从答案的数字当中选择符合的选项	

	

	

题目	

十

分

符

合	

比

较

符

合	

不

太

符

合	

不

符

合	

1.	为了获得点赞或者评论	 4	 3	 2	 1	

2.	通过看到他人发布自己同样意见倾向的内容，获得安心感	 4	 3	 2	 1	

3.	为了能感到自己比他人更优秀	 4	 3	 2	 1	

4.	为了发表一些感慨	 4	 3	 2	 1	

5.	为了能跟上大家（家人、友人、熟人）的话题	 4	 3	 2	 1	

6.	为了能从他人那里获得注目	 4	 3	 2	 1	

7.	为了忘却现实当中正遇到的解决不了的问题	 4	 3	 2	 1	

8.	为了认识新的朋友或熟人	 4	 3	 2	 1	

9.	为了忘却日常的烦恼或不安	 4	 3	 2	 1	

10.	为了和家人、友人、熟人等进行交流	 4	 3	 2	 1	

11.	为了缓和寂寞悲伤的感觉	 4	 3	 2	 1	

12.	为了倾诉烦恼	 4	 3	 2	 1	

13.	为了换换心情	 4	 3	 2	 1	

14.	为了让他人知道自己的状况和心情	 4	 3	 2	 1	

15.	逃离压力和痛苦的感觉	 4	 3	 2	 1	

16.	因为自己的现实生活非常充实而感到骄傲	 4	 3	 2	 1	

17.	为了知道朋友或熟人的近况	 4	 3	 2	 1	

18.	为了工作（班级活动、获取学校信息等）的联络而使用	 4	 3	 2	 1	
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7、朋友关系	

日常在你和朋友的交往中，以下的设问多大程度符合现状？	

	

	

题目	

十

分

符

合	

比

较

符

合	

不

太

符

合	

不

符

合	

1.	能够讨论一些正经的话题	 4	 3	 2	 1	

2.	能够互相鼓励、激励	 4	 3	 2	 1	

3.	对方可以很好的理解自己	 4	 3	 2	 1	

4.	互相可以理解对方的心情	 4	 3	 2	 1	

5.	能对对方一直保持关心	 4	 3	 2	 1	

6.	兴趣和爱好一致	 4	 3	 2	 1	

7.	无话不谈	 4	 3	 2	 1	

8.	能互相之间展露自己缺点	 4	 3	 2	 1	

9.	总是一起行动	 4	 3	 2	 1	

10.	可以让对方看到你不好的一面	 4	 3	 2	 1	

11.	可以向对方请教自己不懂的东西	 4	 3	 2	 1	

12.	（对方）对自己总是保持关心	 4	 3	 2	 1	

13.	经常聊天（通过电话、微信、短信等）	 4	 3	 2	 1	

14.	能够互相尊重	 4	 3	 2	 1	

15.	会互相之间聊未来的梦想和愿望	 4	 3	 2	 1	

16.	会收到对方的礼物	 4	 3	 2	 1	

17.	不必向对方隐藏什么事情	 4	 3	 2	 1	

18.	可以很直接地表明自己的感情、态度	 4	 3	 2	 1	

19.	性格比较相像	 4	 3	 2	 1	

20.	有很多共同的回忆	 4	 3	 2	 1	

21.	在各方面会给予自己新奇感	 4	 3	 2	 1	

22.	考虑的事情或者感受到的东西都可以毫无保留的交流	 4	 3	 2	 1	

23.	考虑问题和感受问题的方式很像（自己和朋友）	 4	 3	 2	 1	

24.	双方可以没有戒心，信赖对方	 4	 3	 2	 1	

25.	遇到讨厌的事情、悲伤的事情时对方会安慰来安慰自己	 4	 3	 2	 1	
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26.	会互相激励，促进进步	 4	 3	 2	 1	

27.	能够互相倾诉交谈	 4	 3	 2	 1	
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付録	B	

	

B.1	対人依存欲求から友人関係を含むモデルの推定結果	

1) SNS 動機 1--＞友人関係総合	

	

																			 	

	

2)SNS 動機 2--＞友人関係総合	
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3)SNS 動機 1--＞友人関係 1	
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4)SNS 動機 2--＞友人関係 1	
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5)SNS 動機 1--＞友人関係 2	

	

	

	

	

6)SNS 動機 2--＞友人関係 2	
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7)SNS 動機 1--＞友人関係 3	
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8)SNS 動機 2--＞友人関係 3	
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B.2	SNS 利用時間と利用動機間の関係を含むモデル	

	

	

モデルの適合度	

SNS 利用動機	 友人関係	 GFI	 AGFI	 CFI	 RMSEA	

逃避	 総合	 0.996	 0.960	 0.997	 0.069	

自信	 1.000	 0.997	 1.000	 0.000	

信頼	 0.981	 0.813	 0.972	 0.189	

共通	 0.997	 0.968	 0.998	 0.055	

コミュニケ

ーション	

総合	 0.983	 0.828	 0.977	 0.180	

自信	 0.987	 0.872	 0.980	 0.152	
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信頼	 0.993	 0.930	 0.992	 0.104	

共通	 0.983	 0.862	 0.971	 0.181	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

SNS 動機 1--＞友人関係総合	
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SNS 動機 2--＞友人関係総合	

	

L																		 	

	

SNS 動機 1--＞友人関係 1	
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SNS 動機 2--＞友人関係 1	

	

	

	

SNS 動機 1--＞友人関係 2	
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SNS 動機 2--＞友人関係 2	
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SNS 動機 1--＞友人関係 3	

	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	

SNS 動機 2--＞友人関係 3	
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